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な
ぜ
か
イ
ン
ド
ア
派
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、昔
か
ら
旅
行
が

好
き
だ
。そ
れ
も
主
要
な
目
的

地
と
宿
泊
先
だ
け
決
め
て
、あ

と
は
現
地
で
考
え
る
よ
う
な
、

気
楽
な
一
人
旅
で
あ
る
。目
的

も
様
々
で
、景
勝
地
や
史
跡
、

博
物
館
な
ど
に
行
く
こ
と
も

あ
れ
ば
、「
旨
い
○
○
が
食
べ

た
い
」と
い
う
理
由
で
車
を
走

ら
せ
た
こ
と
も
あ
る
▼
そ
の
中

で
、数
年
前
か
ら「
日
本
三
景
」

と「
日
本
の
四
端
」到
達
を
目

標
に
し
て
き
た
。日
本
三
景
は

宮
城
の
松
島
、
京
都
の
天
橋

立
、広
島
の
宮
島
の
こ
と
で
、

昨
年
ま
で
に
制
覇
す
る
こ
と
が

で
き
た
。ど
れ
も
著
名
な
景
勝

地
で
、観
光
地
と
し
て
も
充
実

し
て
い
る
。当
然
な
が
ら
楽
し

い
旅
行
で
、良
い
思
い
出
で
あ

る
。も
う
ひ
と
つ「
日
本
の
四

端
」は
、い
わ
ゆ
る
最
北
端
や

最
南
端
の
こ
と
で
、日
本
の
領

土
内
で
一
般
人
が
到
達
で
き
る

限
界
を
指
す
。こ
れ
ま
で
最
北

端
の
宗
谷
岬
、最
南
端
の
波
照

間
島
、最
東
端
の
納
沙
布
岬
の

3
ヶ
所
を
訪
ね
た
が
、場
所
は

ど
れ
も
人
里
離
れ
た
岬
や
離
島

の
外
れ
で
あ
り
、施
設
と
い
え

ば
記
念
碑
と
公
園
く
ら
い
。日

本
三
景
と
は
対
象
的
な
土
地
ば

か
り
で
あ
る
。そ
れ
で
も
私
が

惹
か
れ
る
の
は「
遠
く
ま
で
来

た
な
ぁ
」と
い
う
感
慨
が
あ
る

か
ら
で
、こ
れ
が
旅
行
本
来
の

醍
醐
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

思
っ
て
い
る
▼
日
本
の
四
端
も

最
西
端
の
与
那
国
島
を
残
す
の

み
だ
が
、行
き
た
い
場
所
は
他

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。見
た
い
、

食
べ
た
い
物
も
あ
る
。た
だ
し
、

先
立
つ
も
の
が
無
け
れ
ば
始
ま

ら
な
い
。も
ど
か
し
い
限
り
で

あ
る
が
、こ
う
い
っ
た
悩
み
も

ま
た
、旅
の
醍
醐
味
だ
ろ
う
か

（
Ｋ・Ｔ
）

 

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

旧
年
中
は
、
当
財
団
の
運

営
に
対
し
ま
し
て
皆
様
方
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
厚

情
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、
昨
年
の
熊
本
地
震
、

台
風
16
号
被
害
な
ど
に
よ
り

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
、
被
災
地
の
一
刻
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

 

さ
て
、
当
財
団
は
、
引
き

続
き
公
益
財
団
法
人
と
し

て
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
教
育

の
振
興
に
資
す
る
た
め
に
必

要
な
助
成
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
学
生
及
び
競
技

団
体
に
対
す
る
奨
学
金
の
給

付
等
を
行
う
と
と
も
に
、
鹿

屋
体
育
大
学
に
お
け
る
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競

技
力
の
向
上
に
資
す
る
事
業

を
展
開
し
、
併
せ
て
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
並
び
に
国

民
の
健
康
及
び
体
力
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
の
鹿
屋
体
育
大

学
の
学
生
諸
君
の
国
際
大

会
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
は

め
ざ
ま
し
く
、
特
に
昨
年
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
鹿
屋
体
育
大

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
鹿

屋
体
育
大
学
を
ご
支
援
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
こ
こ
大

隅
半
島
で
初
め
て
の
大
学
と

し
て
１
９
８
１
年
10
月
に
開

学
し
、
第
1
回
目
の
入
学
式

を
１
９
８
４
年
４
月
に
挙
行

し
ま
し
た
が
、
そ
の
６
ヶ
月

前
の
１
９
８
３
年
11
月
に
財

団
法
人
鹿
屋
体
育
大
学
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財

団
が
鹿
児
島
県
、
鹿
屋
市
及

び
大
隅
地
区
１
市
17
町
の
大

隅
総
合
開
発
期
成
会
、
各
界

か
ら
の
支
援
援
助
を
受
け
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
期

生
が
入
学
す
る
前
に
大
学
の

教
育
研
究
を
応
援
す
る
組
織

が
地
域
の
支
援
に
よ
っ
て
準

備
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

設
立
時
は
基
本
財
産
の
利

子
等
に
お
い
て
財
団
の
運
営

が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
鹿
屋
体
育
大
学
が
目
指

す
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

競
技
力
向
上
が
今
後
ま
す

ま
す
発
展
・
充
実
す
る
た

め
、
１
９
８
９
年
よ
り
賛
助

会
員
制
度
、
１
９
９
２
年
度

よ
り
冠
奨
学
金
制
度
を
設
立

し
、
多
く
の
基
金
を
確
保

し
、
側
面
か
ら
さ
ら
に
強
力

に
支
援
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
９
９
１
年
に
鹿
屋
体
育
大

学
の
現
況
を
理
解
、
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
月
刊

「
蒼
天
」
が
創
刊
さ
れ
ま
し

た
。
大
学
に
と
っ
て
は
こ
の

上
な
い
強
力
な
応
援
団
体
と

し
て
、
大
変
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

大
学
の
応
援
団
と
い
え

ば
、
１
９
９
７
年
か
ら
鹿
屋

市
民
の
方
々
に
毎
年
入
学
式

の
夕
方
に
街
中
に
お
い
て
新

入
生
歓
迎
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
入
生

た
ち
は
そ
の
時
は
知
ら
な
い

で
黒
毛
和
牛
、
黒
豚
や
大
隅

地
域
特
産
の
カ
ン
パ
チ
な
ど

を
食
し
て
い
ま
す
が
、
夏
期

休
暇
に
帰
省
し
た
際
こ
こ
鹿

屋
で
し
か
そ
の
よ
う
な
歓
迎

会
が
な
い
こ
と
を
知
る
よ
う

で
す
。

　

２
０
１
０
年
に
は
鹿
屋
市

と
包
括
的
な
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合

宿
誘
致
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
協
力
し
て
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
５
年
９
月
に
鹿
屋
体

育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
棟
の
竣
工
記
念

式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
本
研
究
棟
建
設
に
際

し
て
は
鹿
屋
市
か
ら
の
多
額

の
寄
付
に
よ
り
完
成
で
き
た

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
研
究
棟
に
お
い
て

鹿
屋
市
が
進
め
る
ス
ポ
ー
ツ

年
頭
所
感

う
ち
な
る
力
を
世
界
へ

国
立
大
学
法
人
鹿
屋
体
育
大
学
　
　
　
　

学
長
　
松
　
下
　
雅
　
雄

公
益
財
団
法
人
鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団
　

理
事
長
　
風
呂
井
　 
敬

合
宿
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

測
定
分
析
活
動
が
さ
ら
に
取

り
組
め
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
１

つ
に
地
域
貢
献
が
あ
り
ま

す
。
第
３
期
中
期
目
標
・
計

画
と
し
て
、
大
学
の
教
育
研

究
資
源
を
活
用
し
た
公
開
講

座
の
開
設
、
地
方
自
治
体
や

企
業
等
と
の
共
同
研
究
や
研

究
交
流
を
通
じ
た
地
域
発
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な
ど

を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
に
、
大
学
を
基

盤
と
し
た
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
実
施
、
学

生
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
な
ど
に
よ
る
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
貯
筋

運
動
に
よ
る
中
高
年
者
の
体

力
・
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
長
と
し
て
も
地
元
鹿
屋

市
を
は
じ
め
、
県
内
外
の
皆

様
方
に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ

る
大
学
づ
く
り
、
そ
し
て
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
鹿
屋
体

育
大
学
の
卒
業
生
・
修
了
生

で
あ
る
こ
と
を
誇
れ
る
大
学

づ
く
り
に
取
り
組
む
所
存
で

す
。
今
年
も
ご
指
導
、
ご
支

援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

学
大
学
院
体
育
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
在
籍
の
松
田
丈

志
さ
ん
が
競
泳
に
出
場
し
、

ま
た
、
卒
業
生
の
内
間
康
平

さ
ん
、
大
学
院
体
育
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了
生
の
塚
越

さ
く
ら
さ
ん
が
自
転
車
競
技

に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
各
競

技
に
お
い
て
夢
と
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
代
表
選
手
に
は
選

考
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

他
の
競
技
に
お
い
て
も
複
数

の
学
生
の
名
前
が
代
表
候
補

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
を
挙
げ
て
の
競
技
力
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
当

財
団
の
活
動
が
実
を
結
び
、

学
生
諸
君
が
各
種
目
の
競
技

大
会
で
残
す
見
事
な
活
躍
と

輝
か
し
い
成
績
の
表
れ
で
あ

る
と
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で

の
保
護
者
の
皆
様
、
企
業
の

皆
様
方
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
「
酉
年
」
で
す
。

酉
は
「
取
り
込
む
」
に
繋
が

る
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
由
来

と
し
て
も
「
果
実
が
極
限
ま

で
熟
し
た
状
態
」
が
あ
り
、

「
物
事
が
頂
点
ま
で
極
ま
っ

た
状
態
」
と
も
言
わ
れ
る
そ

う
で
す
。
今
年
一
年
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
も
の
と
な
る

よ
う
、
当
財
団
は
今
後
一
層

鹿
屋
体
育
大
学
及
び
学
生
を

支
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
成
果
や
活
躍
が
取
り
込

ま
れ
つ
つ
醸
成
し
、
４
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
引

き
継
が
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
く
の
学
生
、
卒
業
生
が

出
場
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

年
も
当
財
団
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
平

成
25
年
度
に
熊
本
大
学
及
び

鹿
児
島
大
学
と
「
体
育
学
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
連
携
大
学
院

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
報
告

と
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
院
教

育
の
在
り
方
等
を
議
論
す
る

場
と
し
て
、「
体
育
学
・
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
未
来
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
鹿
児

島
大
学
学
習
交
流
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
大
学
振
興
課
大
学

改
革
推
進
室
専
門
職
の
福
田

翼
氏
に
よ
る
基
調
講
演
の
あ

と
、「
連
携
大
学
院
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
連
携
大
学
院
担
当
教

員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
他
大
学
の
取
組

事
例
と
し
て
、
愛
知
教
育

大
学
の
筒
井
清
次
郎
教
授

に
「
共
同
大
学
院
開
設
か
ら

４
年
間
の
問
題
点
と
展
望
」、

　

11
月
27
日
、
九
州
地
区
に

お
け
る
大
学
の
体
育
及
び
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
、
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
大
学
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
、
第
66
回
九
州
地

区
大
学
体
育
大
会
の
冬
季
大

会
が
鹿
児
島
を
舞
台
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

冬
季
大
会
は
、
柔
道
が
男

子
17
校
、
剣
道
が
男
女
共
に

27
校
参
加
し
、
鹿
児
島
ア

リ
ー
ナ
（
鹿
児
島
市
）
で
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

柔
道
は
、
鹿
屋
体
育
大
学

が
順
調
に
勝
ち
進
み
、
福
岡

大
学
と
の
決
勝
戦
の
末
、
見

事
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
第

64
回
大
会
か
ら
3
回
連
続
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
剣
道
も
鹿
屋
体
育

大
学
が
男
女
共
に
危
な
げ
な

い
試
合
運
び
で
決
勝
ま
で
勝

ち
進
み
、
男
子
が
福
岡
大

学
、
女
子
が
福
岡
教
育
大
学

と
対
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
本

も
落
と
さ
な
い
試
合
内
容
で

圧
倒
。
見
事
、
男
女
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
鹿
屋
体

育
大
学
が
事
務
局
と
し
て
運

営
。
夏
季
大
会
を
含
め
19
競

技
が
終
了
し
、
来
年
度
の
北

九
州
で
の
開
催
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。

　

11
月
28
日
～
12
月
4
日
に

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第

63
回
秩
父
宮
妃
賜
杯
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
女
子
選

手
権
大
会
」（
全
日
本
イ
ン

カ
レ
）
に
お
い
て
、
鹿
屋
体

育
大
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
初
戦
か

ら
圧
倒
的
な
強
さ
で
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
勝
ち
進
み
、
迎
え

た
準
決
勝
で
は
日
本
体
育
大

学
と
の
フ
ル
セ
ッ
ト
に
も
つ

れ
込
む
接
戦
を
制
し
、
決
勝

へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決

勝
戦
は
、
関
東
秋
季
リ
ー
グ

戦
を
制
し
た
筑
波
大
学
と

の
一
戦
と
な
り
、
見
事
ス
ト

レ
ー
ト
で
勝
利（
鹿
屋
体
育

大
学（
25
－
13
・
25
－
21
・

25
－
20
）
筑
波
大
学
）
し
、

3
年
ぶ
り
3
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

濱
田
幸
二
監
督
は
「
大
会

中
に
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い

『
体
育
学
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
未
来
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
開
催公開討論

福田氏による基調講演

九
州
地
区
大
学
体
育
大
会
冬
季
大
会
で
鹿
屋
体
育
大
学
が
活
躍

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
！

　

11
月
28
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
卒
業
生
で
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転

車
競
技
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

に
出
場
し
た
内
間
康
平
選
手

が
、
同
大
を
訪
れ
、
松
下
雅

雄
学
長
、
金
久
博
昭
理
事
及

び
風
呂
井
敬
本
財
団
理
事
長

へ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
間
選
手
は
、
在
学
中

の
２
０
１
０
年
に
イ
ン
カ
レ

個
人
ロ
ー
ド
で
優
勝
す
る

な
ど
活
躍
。
現
在
は
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
ア
ン
カ
ー
サ
イ
ク

リ
ン
グ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

２
０
１
５
年
の
ア
ジ
ア
選
手

権
3
位
、
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・

タ
イ
ラ
ン
ド
で
ス
テ
ー
ジ
優

勝
な
ど
の
好
成
績
を
収
め
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

途
中
棄
権
と
悔
し
い
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、
2
名

で
構
成
さ
れ
る
日
本
チ
ー

ム
の
中
で
エ
ー
ス
の
新
城

幸
也
選
手
（
ラ
ン
プ
レ
・

メ
リ
ダ
）
を
ア
シ
ス
ト
す

る
役
目
を
担
い
、
そ
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し

ま
し
た
。

　

内
間
選
手
か
ら
は
、
大

会
の
報
告
と
応
援
へ
の
感

謝
の
言
葉
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
の
力
強
い
抱
負
な

ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 三連覇の柔道部男子　

男子 女子アベック優勝の剣道部
　

11
月
15
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
「
平
成
28
年
度

国
立
大
学
法
人
鹿
屋
体
育
大

学
と
鹿
屋
市
と
の
連
携
協
議

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、「
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

「
健
康
及
び
福
祉
の
充
実
」

「
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
産
業

の
活
性
化
」「
生
涯
学
習
の

推
進
」「
人
材
育
成
」
な
ど

の
取
組
み
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ

た
平
成
22
年
度
か
ら
年
１
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
か
ら
中
西
茂
市

長
、
原
口
学
副
市
長
が
、
鹿

屋
体
育
大
学
か
ら
松
下
雅

雄
学
長
、
金
久
博
昭
理
事
、

原
田
耕
藏
理
事
が
出
席
し
、

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

鹿
屋
体
育
大
学
と
鹿
屋
市
が

連
携
協
議
会
を
開
催

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
や
、
鹿

児
島
国
体
へ
向
け
た
競
技
力

向
上
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
や
鹿

屋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
配
備

に
つ
い
て
今
後
の
予
定
や
実

施
状
況
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
助
成
制
度
の
利
用
状

況
や
鹿
児
島
国
体
に
向
け
た

選
手
育
成
の
確
認
、
国
内
外

へ
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘

致
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
を
通
じ
て
今
後

も
両
機
関
が
「
健
康
・
交
流

都
市
か
の
や
」
の
発
展
と
人

チ
ー
ム
が
伸
び
た
。
見
て
い

て
面
白
か
っ
た
。
私
の
席
は

特
等
席
で
し
た
」
と
チ
ー
ム

を
た
た
え
、
主
将
で
「
最
優

秀
選
手
賞
」
を
受
賞
し
た
秋

山
愛
海
さ
ん
は
「
み
ん
な
が

私
を
助
け
て
く
れ
よ
う
と
し

た
の
が
試
合
の
中
で
わ
か
り

ま
し
た
」
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

同
7
日
に
は
濱
田
監
督
、

坂
中
美
郷
コ
ー
チ
、
秋
山
さ

ん
、「
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

賞
」
を
受
賞
し
た
坂
東
可
菜

さ
ん
、「
セ
ッ
タ
ー
賞
」
を

受
賞
し
た
赤
星
七
星
さ
ん
ら

4
年
生
部
員
7
名
が
松
下
雅

雄
学
長
の
も
と
を
訪
れ
、
大

会
結
果
等
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

（個人賞の受賞は以下のとおり）

最優秀選手賞 秋山　愛海
（スポーツ総合課程 4 年）

ベストスコアラー賞 坂東　可菜（同 4 年）
セッター賞 赤星　七星（同 4 年）
レシーブ賞 安田　睦実（同 2 年）
リベロ賞 宇都宮　光（同 2 年）応援してくれたみなさんと

左から、黒川剛自転車競技部監督、松下学長、
内間選手、風呂井理事長、金久理事

優勝決定の瞬間 優勝報告

東
京
学
芸
大
学
の
國
仙
久
雄

教
授
に
「
連
合
学
校
教
育
学

研
究
科
の
組
織
と
そ
の
効

果
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
そ

れ
ぞ
れ
講
演
を
い
た
だ
い
た

あ
と
、
連
携
大
学
院
教
員
と

講
演
者
を
交
え
た
公
開
討
論

を
行
い
、
有
意
義
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

材
育
成
に
向
け
、
さ
ら
に
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

リ
オ
五
輪
出
場

　
内
間
康
平
選
手
が
来
学
さ
れ
ま
し
た
！
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　“空中の格闘技”セパタクローをご存知ですか？
日本では競技人口が少なくマイナーなスポーツ
ですが、実はセパタクローは 9世紀頃から東南
アジアを中心に盛んに行われているスポーツな
のです！！セパタクローは、よく「足でするバレー
ボール」と表現されるように、重さ170-180g、
直径 13.5cmのプラスチックでできたボールを、
ネットを挟んだ相手コートの地面に手以外を使
用して落とし合うスポーツです。試合は主に 3
対 3で行われ、バレーボールのようにサーブ、
トス、アタックをします。セパタクローの魅力は、
なんといってもその “アクロバットさ” にありま
す！高さ155cmのネットより高い位置から足で
相手コートに叩き落とすために、ジャンプをして
頭よりも上でボールを蹴ります。もちろん、ブ
ロックもあり、これも基本的には足で行われま
す。ネット際での攻防シーンが “空中の格闘技”

と言われる所以でもあります！
　我々セパタクロー部は、部員が10人以下とと
ても少なく、ほぼ全部員が大学からセパタクロー
を始めています。しかし，日本においてはほと
んどのセパタクロー競技者が大学から始めてお
り、皆のスタートラインはほとんど変わりません。
確かに、バレーボールのように手を使ってボー
ルを繋ぐことすら難しいのに、それを足で行う
ことはさらに難しいと思います。セパタクローを
始めた当初は、皆ボールに振り回されてばかり
でした。しかし，ボールを蹴れば蹴るだけどん
どん上手くなっていき、出来なかったことが出
来るようになるその過程がとても刺激的です。
　これほど魅力的なセパタクローをぜひ多くの
人に知ってもらおうと、毎週金曜日には無料の
セパタクロー教室も開催しています。ぜひ興味
のある方は一緒にPLAYしましょう！！

セパタクロ
ー部

サークル紹介

　

12
月
６
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
で
は
、
外
国
人
留
学
生

支
援
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
第
１
部
で
は
、
留
学
生

を
対
象
に
日
本
文
化
の
体
験

を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
着
物
着
つ
け

体
験
を
、
橘
き
も
の
学
院
の

横
尾
優
子
氏
を
講
師
に
迎
え

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
体
に
合
わ
せ
た

裁
断
で
服
が
作
ら
れ
る
洋
服

と
違
い
、
日
本
の
着
物
は
布

を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
仕

立
て
体
を
着
物
に
あ
わ
せ
着

つ
け
る
こ
と
、
家
紋
の
数
が

増
え
る
ほ
ど
格
式
の
高
い
装

い
に
な
る
事
な
ど
着
物
に
つ

い
て
の
基
本
知
識
の
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
、
講
師
指
導
の

平
成
28
年
度

外
国
人
留
学
生
支
援
交
流
会
を
実
施サッカー大会の様子 サッカークリニックの様子

日
本
水
連
自
由
形
ト
ッ
プ
選
手
及
び

台
湾
桃
園
市
の
水
泳
チ
ー
ム
が
来
学
！

　

11
月
30
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
、
防
災
体
制
の
徹
底

と
役
職
員
及
び
学
生
へ
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的

で
、
防
災
訓
練
が
２
部
構
成

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
部
は
、
災
害
時
緊
急
電

話
連
絡
訓
練
。
午
前
６
時
50

分
に
大
型
地
震
が
発
生
し
た

と
想
定
し
、
緊
急
時
電
話
連

絡
網
に
基
づ
く
電
話
連
絡
に

よ
る
安
否
確
認
を
行
う
訓
練

が
、
全
教
職
員
参
加
の
も
と

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
午
後

に
行
わ
れ
た
２
部
の
震
災･

消
防
訓
練
は
、
大
隅
肝
属
地

区
消
防
組
合
立
ち
会
い
の
も

と
、
地
震
に
よ
り
火
災
が
発

生
し
た
と
想
定
し
て
開
始
。

火
災
現
場
確
認
、
通
報
、
構

内
放
送
に
よ
る
周
知
と
避
難

指
示
、
自
衛
消
防
隊
各
班
に

よ
る
初
期
消
火・避
難
誘
導・

救
護
な
ど
の
諸
活
動
、
自
衛

消
防
本
部
が
設
置
さ
れ
た
武

道
館
前
広
場
へ
の
避
難
・
集

合
な
ど
、
一
連
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

松
下
雅
雄
学
長
は
「
災
害

が
起
き
た
場
合
一
番
大
切
な

の
は
初
動
対
応
。
災
害
が
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
冷
静

に
初
動
対
応
出
来
る
よ
う
、

今
回
の
訓
練
を
生
か
し
た

い
」
と
話
し
、
全
学
で
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

鹿屋体育大学スタッフによる測定

　

11
月
23
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
ホ
ッ
ケ
ー
場
、
ラ
グ
ビ
ー

場
を
会
場
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
学
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大

会
（
第
22
回
大
隅
地
区
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
及
び
第
6
回

大
隅
地
区
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

大
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
大
隅
地
区

の
キ
ッ
ズ
・
少
年
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
発

展
と
普
及
を
図
り
、
体
力
と

精
神
の
鍛
錬
の
機
会
と
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
大
会
運

営
を
通
し
て
同
大
学
生
の
指

導
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
Ｕ
－
12
に
16

チ
ー
ム
、
Ｕ
－
9
に
10
チ
ー

ム
の
約
３
０
０
名
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
者
、

保
護
者
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
必
死

に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い

学
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

Ｕ－12 Ｕ－9
優　勝 そおFC FC MAROLA

準優勝 大隅NIFS FC 大隅NIFS FC

３　位
寿SSS
リヤン大隅

NST FC
大根占SSS

ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
の
合
間
に
は

同
大
サ
ッ
カ
ー
部
員
に
よ
る

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行

わ
れ
、
学
生
が
中
心
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー

の
技
術
と
練
習
方
法
を
指
導

し
ま
し
た
。

も
と
着
物
の
着
つ
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
着
物
を
着
用

し
た
留
学
生
が
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々

や
関
係
団
体
か
ら
ご
出
席
の

方
々
を
迎
え
て
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
自
己
紹
介

で
は
、
６
年
間
の
留
学
生
活

が
も
う
す
ぐ
終
了
し
、
最
後

の
思
い
出
に
人
生
で
初
め
て

着
物
を
着
る
機
会
が
出
来
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
交
流
会
の

最
後
に
は
、
参
加
者
全
員
が

手
を
と
り
大
き
な
円
に
な
っ

て
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
な

ど
一
体
感
も
あ
り
、
終
始
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
さ

れ
、
一
層
の
異
文
化
交
流
へ

の
理
解
が
深
ま
り
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た

防
災
訓
練
を
実
施

　

11
月
22
日
～
24
日
、
日
本

水
泳
連
盟
測
定
合
宿
が
鹿

屋
体
育
大
学
で
行
わ
れ
、
江

原
騎
士
選
手
（
自
衛
隊
体
育

学
校
、
リ
オ
五
輪
競
泳
男
子

８
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
）、
同
大
卒
業
生

の
宮
本
陽
輔
選
手（
２
０
１
３

年
3
月
卒
業
、
自
衛
隊
体

育
学
校
）、
山
本
耕
平
選
手

（
２
０
１
４
年
3
月
卒
業
、
ミ

ズ
ノ
（
株
））
ら
選
手
22
名
及

び
日
本
水
泳
連
盟
の
コ
ー
チ
、

ス
タ
ッ
フ
が
来
学
。
同

大
屋
内
実
験
プ
ー
ル

に
て
測
定
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

本
測
定
合
宿
は
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
次
世
代

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

の
育
成
・
強
化
事
業

と
し
て
、
日
本
水
泳
連

盟
が
自
由
形
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

選
手
を
対
象
に
実
施
し
た
も

の
で
、
10
月
に
も
同
様
の
合

宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
21
日
～
12
月

2
日
に
は
、
鹿
屋
体
育
大
学

と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る

国
立
体
育
大
学
（
台
湾
）
の

蔡
櫻
蘭
教
授
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
り
桃
園
市
体
育

会
水
泳
委
員
会
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
強
化
選
手
6
名
、
ス
タ
ッ

フ
3
名
が
来
学
し
、
測
定
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿
を
行
い

ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
充
実
し
た
設
備

と
同
大
ス
タ
ッ
フ
の
高
い
ス

キ
ル
に
支
え
ら
れ
、
実
り
あ

る
合
宿
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

蔡教授と荻田教授によるミーティング



⑷平成２６年４月　第２７７号

卒業式・修了式　
　日　時：平成 29 年 3 月 24 日（金）10 時 30 分～ 12 時 00 分
　会　場：鹿屋体育大学水野講堂
卒業生等懇談会
　日　時：平成 29 年 3 月 24 日（金）12 時 20 分～ 13 時 10 分
　会　場：大学会館学生食堂（鹿屋体育大学内）
　主　催：国立大学法人鹿屋体育大学
　　　　　（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団

平成28年度 卒業式・修了式のご案内
鹿屋体育大学東京サテライトキャンパス公開講座

受講生募集！
みんなで貯筋

～元気な老後に備えて貯金と貯筋～
日　 時 平成 29 年 2 月 10 日（金）　

10:00 ～ 12:00
場　 所 筑波大学東京キャンパス文京校舎
講　 師 川西　正志 教授
講 習 料 無料（当日保険料 10 円いただきます）
申込締切 平成 29 年 1 月 27 日（金）
申 込・
問合せ先

鹿屋体育大学総務課広報係
TEL:0994-46-4819
FAX:0994-46-2831

E-mail:kouhou@nifs-k.ac.jp

本紙各面の広告欄の御利用をお待ち
しております。
申し込みは、
電話 ０９９４－４６－4８２７

（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ
振興教育財団事務局まで、ご連絡願
います。

広告欄の御利用について
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式
で
は
、
松
下
雅
雄
学
長

か
ら
名
誉
教
授
称
号
授
与
証

書
及
び
特
別
表
彰
状
が
手
渡

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール  ２月
４日・第36回九州カップ水泳競技大会
　　　（～5　福岡／総合西市民プール）
６日・第37回アジア自転車競技選手権大会（トラックレース）
　　　（～10　インド／ニューデリ）
27日・第37回アジア自転車競技選手権大会（ロードレース）
　　　（～3/2　バーレーン）

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

様（
三
万
円
）

　

11
月
11
日
、
本
年
7
月
31

日
に
学
長
を
退
任
さ
れ
た
福

永
哲
夫
前
鹿
屋
体
育
大
学
長

に
、
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

及
び
特
別
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。

　

福
永
前
学
長
は
、
平
成
20

年
8
月
に
鹿
屋
体
育
大
学
長

と
し
て
着
任
さ
れ
、
在
任
期

間
中
は
、
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
（
平
成
21

年
８
月
）、
大
学
院
（
修
士

課
程
）教
育
課
程
の
改
訂（
平

成
23
年
３
月
）、
教
員
組
織

の
再
編
（
平
成
23
年
４
月
）、

開
学
30
周
年
記
念
式
典
の
挙

行
（
平
成
23
年
９
月
）、
国

立
大
学
法
人
筑
波
大
学
と
の

連
携
協
定
締
結
（
平
成
24
年

４
月
）、
教
職
員
長
期
研
修

制
度
の
新
設
（
平
成
25
年
３

月
）、
大
学
院
担
当
教
員
資

格
審
査
基
準
の
見
直
し
（
平

成
26
年
２
月
）、
学
部
教
育

課
程
の
改
訂
（
平
成
26
年
３

月
）
等
を
行
い
、
同
大
の
大

学
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
」
を
確

立
し
、
体
育
の
分
野
に
新
し

い
風
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

学
生
宿
舎
で年末

大
掃
除

学内行事  ２月
４日　・公開講座
　　　「�バレーボール・ウインター�

・キャンプ」（～5日）
８日　・期末試験（～14日）
14日　・競技成績報告会
25日　・�一般入試・私費外国人�

留学生入試（～26日）
中旬　・�サークルリーダーズセミナー

福
永
哲
夫
前
学
長
に
名
誉
教
授
の

　
　
称
号
授
与
及
び
特
別
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
財
団
の
賛
助
会
員

制
度
は
、
平
成
元
年
四

月
に
発
足
し
ま
し
た
。

年
会
費
（
寄
付
金
）
は

一
口　

企
業
三
万
円
、

個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財

団
法
人
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
財
団

に
対
す
る
年
会
費
（
寄

付
金
）
に
つ
き
ま
し
て

は
税
法
上
の
優
遇
措
置

が
あ
り
、
二
千
円
を
超

え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
超
え
る

額
に
つ
い
て
所
得
税
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込

み
も
し
く
は
現
金
で
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合

は
、
次
の
金
融
機
関
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿

屋
体
育
大
学
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
棟
の
特
長
の
一

つ
が
、
世
界
最
長
50
ｍ
の

「
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
」
で

す
。
50
ｍ
の
直
線
走
路
に

54
枚
の
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー

ト
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
走

行
時
の
力
量
（
鉛
直
方

向
・
進
行
方
向
・
左
右
方

向
）
、
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
接

地
位
置
、
運
動
量
等
の
算

出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
っ
た
１
本
走
る
こ

と
で
50
ｍ
の
ス
プ
リ
ン
ト

デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
限
り
な
く
実
践
に
近

い
状
態
で
の
測
定
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

測
定
後
は
即
時
に
デ
ー
タ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可

能
で
、
選
手
の
身
体
感
覚

と
デ
ー
タ
を
照
合
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
に
フ
ォ
ー

ム
の
分
析
・
改
善
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
野

球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン

ド
と
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

に
も
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト

を
完
備
し
て
お
り
、
ピ
ッ

チ
ャ
ー
と
バ
ッ
タ
ー
の
同

時
測
定
も
可
能
で
、
駆
け
引

き
が
あ
る
状
態
で
の
測
定
・

分
析
が
で
き
ま
す
。

　

客
観
的
に
解
析
さ
れ
た

デ
ー
タ
と
、
実
践
す
る
選
手

や
指
導
者
の
経
験
と
が
ぶ
つ

か
り
合
う
（
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
）
こ
と
で
、
競

技
力
向
上
に
つ
な
が
る
ヒ
ン

ト
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま

た
、
確
た
る
デ
ー
タ
が
あ
れ

ば
、
指
導
者
と
選
手
は
相
互

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

選
手
の
競
技
力
向
上
に
向

け
て
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
も
全

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
棟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
→http://splab.

nifs-k.ac.jp/

）

　

12
月
12
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
学
生
宿
舎
の
大
掃
除
が
行

わ
れ
、
入
居
者
２
７
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

学
生
宿
舎
の
大
掃
除
は
、

毎
年
４
月
と
12
月
に
自
治

会
で
あ
る
学
生
宿
舎
会
が
中

心
と
な
り
行
っ
て
い
る
活
動

で
、
各
フ
ロ
ア
の
入
居
者
が

協
力
し
な
が
ら
清
掃
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
年
末
の
大
掃
除

と
い
う
こ
と
で
、
廊
下
や
補

食
談
話
室
な
ど
共
有
部
分
の

清
掃
に
加
え
て
、
普
段
な
か

な
か
手
の
届
か
な
い
壁
や
天

井
、
外
回
り
ま
で
入
念
に
掃

除
し
、
大
変
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
有
部
分
に
放

置
さ
れ
た
私
物
の
一
斉
撤
去

も
行
い
、
共
同
生
活
を
行
う

上
で
の
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
に

つ
い
て
も
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

清
掃
を
終
え
た
入
居
者
は

「
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
き

れ
い
な
状
態
を
維
持
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
測
定
の
紹
介

（
松
尾
教
授
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第2回

分担して清掃する学生達

さ
れ
、
永
年
の
多
大
な
功
績

に
対
し
て
の
感
謝
の
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

11月

【女子バスケットボール】
◆第68回全九州総合バスケットボール選手権大会
（11/12～13　鹿児島/姶良総合体育館他）
　	 3位	 鹿屋体育大学

【サッカー】
◆第31回九州大学サッカーリーグ
（4/9～11/19　九州内各会場）
　1部リーグ	 1位	 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆第70回全日本体操団体選手権
（11/11～13　東京/国立代々木競技場他）
　団体総合	 8位	 鹿屋体育大学

【柔道】
◆第66回九州地区大学体育大会
（11/27　鹿児島/鹿児島アリーナ）
▽男子
　団体	 1位	 鹿屋体育大学

【剣道】
◆第66回九州地区大学体育大会
（11/27　鹿児島/鹿児島アリーナ）
▽男子
　団体	 1位	 鹿屋体育大学
▽女子
　団体	 1位	 鹿屋体育大学

【ヨット】
◆第81回全日本学生ヨット選手権大会
（11/2～6　愛知/豊田自動織機　海陽ヨットハーバー）
▽混合
　国際470級	 7位	 鹿屋体育大学

【自転車競技】
◆第28回ツール・ド・おきなわ2016
（11/12～13　沖縄/沖縄本島）
▽女子
　女子国際ロードレース100km　8位　中井　彩子
◆2016全日本自転車競技選手権大会　オムニアム
（11/19～20　静岡/伊豆ベロドローム）
▽男子
　エリートオムニアム　2位	 松本　憲斗
▽女子
　エリートオムニアム　4位	 橋本　優弥


